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第 15 回白梅介護セミナー＆ 2017 家族・地域支援セミナー
「安心して暮らせる地域づくり 
－総合事業から多世代あんしん地域包括事業へ－」























係長の高田宗男氏、NPO 法人 NPO いきがいサ
ロンオリーブ理事の櫻田誠氏、いいあるきネット
in くにたち実行委員長の山路憲夫氏を招いてシ
ンポジウムが行われました。小宮山氏は、23区で
最も高齢化率が高いという北区での在宅介護医療
連携推進について、在宅介護医療推進会議の設置
の取り組みをお話いただきました。高田氏からは
相対的に高齢化率が穏やかな小平市における生活
支援コーディネーターの配置や生活支援体制整備
協議会の立ち上げ等、生活支援体制整備事業の取
り組み内容をご報告いただきました。櫻田氏から
は総合事業が実施される以前から主体的にＮＰＯ
を立ち上げボランティア活動の一環として介護予
防や生きがい活動に取り組んできた事例をご報告
いただきました。山路氏からは８年前から取り組
まれてきた認知症の方の「徘徊」に対する取り組
みとしての「いいあるきネット」の内容及び他職
種連携による認知症研修である認知症アクション
ミーティング等の取り組みをご報告いただきまし
た。
　全体としては、高野氏の報告にもあるように、
今後の後期高齢者と認知症高齢者の急増を考える
と、財政的にもサービス供給の点でも本格的に地
域包括支援を住民全体を巻き込んで実施する必要
が急務ではあるが、制度に馴染みにくいボラン
ティア的な働きをどのように制度に組み込んでい
くのか、またシンポジウムの報告にもあったよう
に総合事業実施前から積極的に取り組まれてきた
地域の自主活動をどのように評価するのか、そし
て本格的に地域住民全体を巻き込むためには意識
改革が必要であり、そのために顔の見える関係や
絆作りといったソーシャルキャピタルの造成を推
進していくことが重要であると確認されました。
 （文責　杉本　豊和）
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